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第４５２回（定例）福崎町議会会議録  

平成２５年９月１０日（火）  

午前９時３０分   開   議  

 

  １．平成２５年９月１０日、第４５２回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。  

 

  １．出席議員     １４名  

      １番  宮 内 富 夫       ８番   前 川 裕  量  

      ２番  木 村 いづみ       ９番   松 岡 秀  人  

      ３番  牛 尾 雅 一      １０番   難 波 靖  通  

      ４番  城 谷 英 之      １１番   小 林   博  

      ５番  冨 田 昭 市      １２番   高 井 國  年  

      ６番  北 山 孝 彦      １３番   釜 坂 道  弘  

      ７番  石 野 光 市      １４番   志 水 正  幸  

 

  １．欠席議員（な  し）  

 

  １．事務局より出席した職員  

    事 務 局 長  志 水 利 雄  主       査  佐  野 允  保 

 

  １．説明のため出席した職員  

    町 長  嶋 田 正 義  副 町 長  橋 本  省 三  

    教 育 長  髙 寄 十 郎  技 監  西 川  尚 浩  

    民生参事兼健康福祉課長  牛 尾 敏 博  総 務 課 長  尾 﨑  吉 晴  

    企 画 財 政 課 長  福 永   聡  税 務 課 長  中 塚  保 彦  

    会 計 管 理 者  高 松 伸 一  地 域 振 興 課 長  近 藤  博 之  

    住 民 生 活 課 長  松 岡 英 二  農 林 振 興 課 長  井 上  茂 樹  

    ま ち づ く り 課 長  豊 國 明 仁  上 下 水 道 課 長  長 澤  茂 弘  

    社 会 教 育 課 長  山 下 健 介  学 校 教 育 課 長  山 本  欽 也  

 

    代 表 監 査 委 員  高 寄 辰 則  

 

  １．議事日程  

    第 １ 閉会中の所管事務調査報告  

    第 ２ 質疑  

    第 ３ 討論・採決  

    第 ４ 特別委員会の設置  

    第 ５ 委員会付託  

 

  １．本日の会議に付した事件  

    第 １ 閉会中の所管事務調査報告  

    第 ２ 質疑  

    第 ３ 討論・採決  

    第 ４ 特別委員会の設置  

    第 ５ 委員会付託  
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  １．開議  

 

議    長  皆さん、おはようございます。  

       ただいまから本日の会議を開きます。  

       ただいまの出席議員数は１４名でございます。  

       定足数に達しております。  

       それでは、これより本日の日程に入ります。  

 

日程第１ 閉会中の所管事務調査報告  

 

議    長  日程第１は、閉会中の所管事務調査報告であります。  

       各委員会の活動について、委員長から報告を求めます。  

       総務文教常任委員会、牛尾委員長。  

牛尾総務文教  皆さん、おはようございます。  

常 任 委 員 長 総務文教常任委員会から議会閉会中、調査活動について、ご報告申し上げま

す。 

       ７月２２日開催の委員会は、一括納税者に二重で納付書を送付した問題につい

て、原因や対策等の報告を受けるため、緊急的に委員会を開催いたしました。  

       理事者側からは、町長、副町長、総務課長、税務課長の出席があり、委員とい

たしましては、出席は６名、欠席は１名でありました。  

       納付書を誤って送付した件数は７３件で、７月１日の期限までに一括で納めら

れた個人の分を、分割納税者と混同して、納付書を重ねて送付したものでありま

した。税務課長の説明によりますと、７月３日に分割納付者に送る２期分の納付

書を作成しましたが、１日の期限間近に一括納税された方の分を、分割納付の対

象から外す作業を忘れたものとの説明であった。作業中の単純に人為ミスであり

ます。  

       再発防止のため、今後の対応として、作業手順、スケジュールを見直し、集合

税の処理をできるだけおくらせて、納付書の打ち出しを行う。納付書の取り抜き

等の作業は複数人数で行い、チェック体制を強化するなど、作業内容の検討を行

う旨の説明がありました。  

       委員会としては、今後このようなことが起こらないよう、再発防止に努め、リ

スク回避への一層の取り組みについて、理事者側に強く求めました。  

       続きまして、７月２５日は、副町長、教育長、会計管理者、関係課長出席のも

と開きました。  

       主なものを申し上げます。総務課からは地方公務員の雇用と年金の接続に関す

る職員の再任用については、来年度から再任用制度を取り入れる方針であると説

明を受け、委員から、「新規採用に対し影響がないよう配慮する必要があるので

はないか」また「一部事務組合はどうするのか」という問いに対し、理事者側か

らは「新規採用の抑制をするものではない」また「一部事務組合については、福

崎町の考えを申し入れたい」とのことでありました。  

       企画財政課からは、田原小学校北の共有持分移転登記手続請求事件に関する訴

えの提起について、全ての登記を完了したとの報告を受けました。  

       次に、今後の一般競争入札の予定として、８月２２日に農業集落排水事業機能

強化工事、公共下水道上中島（第１工区）（第２工区）、９月５日に川端雨水幹

線工事（第１工区）を行うとの説明を受けました。  

       次に、第５次総合計画策定業務委託については、指名型プロポーザル方式で業
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者を選定し、企画書の書類選考等の結果、株式会社地域計画建築研究所大阪事務

所と３７８万円で契約したとの報告を受けました。  

       出納室からは、平成２４年度各会計決算及び平成２５年度歳入歳出決算書（平

成２５年６月３０日現在）の報告を受けました。  

       税務課からは、２５年度固定資産税の縦覧、閲覧件数は、法人４２件、個人７

０件の合計１１２件であり、期間における異議申立はゼロ件との報告を受けまし

た。 

       次に、平成１３年に導入した基幹系業務システム、 MICJETシステムは、システ

ム会社のサポート期限が切れていることに加え、機器全体が、機器自体が老朽化

しているため、ハードウエア及びシステムを全面的に刷新し、２６年度当初の入

れかえに向け協議中との報告を受けました。  

       学校教育課からは、学校給食費、保育料の２４年度調定額及び収入状況と、２

５年度の徴収計画について、報告を受けました。  

       委員から「給食費の納入が遅れている生徒宅への連絡方法は現在学校の封筒に

入れて子どもに持って帰らせているが、再考し最善の方法をとっていただきた

い」との意見がありました。  

       その他として、サルビアライオンズさんより扇風機１３０台、山田医院より５

０万円の寄附採納があったとの報告がありました。  

       続いて、小中学生の活躍について、高岡小４年生の小西風羽さんが、第１３回

全日本少年少女空手道選手権大会に、福崎小学校５年生の常陰司竜さんが、第３

３回全国少年柔道大会に、福崎西中女子バレー部、男子バスケット部、男子卓球

部、女子卓球部、女子テニス部が、福崎東中の男子バレー部、女子卓球部、女子

バスケット部、女子ソフトボール部が中播大会に出場するとの報告がありました。  

       また、熱中症対策として、各小中学校へ簡易型熱中症指数計を１台ずつ配付し、

その指数計の示す警報表示などにより、熱中症予防に役立てるとのことです。  

       社会教育課からは、２５年度地域の夢推進事業、すなわち辻川山周辺整備事業

の内容は、道路舗装美装化、ポケットパーク詳細設計業務委託、観光案内看板標

識等設置、辻川山公園ため池への河童施設、柳田國男生家屋根葺替、短歌の森整

備、学問成就の道案内板の設置、柳田國男五兄弟石碑、展望台看板、案内看板設

置とのことです。委員から「ポケットパークの土地使用について」の質疑があり、

答弁では「１５年間使用できる契約を行っているので問題がない」とのことであ

りました。  

       ２５年度、地域の文化遺産を活かした地域活性化事業の応募状況は２７団体で、

補助金交付希望額は１，４８２万円です。  

       次に、図書館のエアコンが故障し、製造メーカーに早急の修繕を依頼しました

が、部品などの関係で早期の復元ができないので、書庫を開け、扇風機で冷気を

館内に送る措置をしていますとの報告を受けました。  

       続きまして、８月２６日は町長、副町長、教育長、会計管理者、関係課長出席

のもと開きました。主なものを申し上げます。  

       総務課からは、９月定例会の予定について、職員採用試験申込状況について、

説明を受けました。  

       次に、９月１４日土曜日、午前１０時から、中播磨地域活動交流メッセが福崎

町エルデホール・文化センター周辺で行われ、午前と午後に興味深いいろんな講

演があり、またそのほかにもすばらしい催しがありますとの報告がありました。  

       企画財政課からは、福崎町公式ホームページリニューアル業務委託について、

導入業者はシステム株式会社で、導入費は８２５万３，０００円、５年間の運用
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保守費は３３５万６，６４０円で、導入スケジュールは２５年９月から、デザイ

ン及び構成を決め、２６年３月１日から新ホームページの運用を始める予定との

報告を受けました。  

       委員から「リニューアルするのであれば、スマートフォン対応もできるように

すべきである」との意見に対し、「対応は可能」との答弁がありました。  

       出納室からは、平成２５年度歳入歳出決算書（２５年７月３１日現在）につい

て、報告を受けました。  

       税務課からは、町税等の口座振替及び前納報奨金交付状況について、資料によ

り説明を受け、２５年度７月１日現在で、口座振替率は３７．２％で、前納報奨

金は２５年度４月３１日現在５，９３９件で、報賞金は６０６万３，８７２円と

の報告を受けました。  

       次に、町税等の滞納者に対し差し押さえた軽自動車２台を、インターネット公

売にかけることについて、受付期間は８月１３日１３時から８月２７日２３時ま

で、入札期間は９月３日１３時から９月５日２３時との説明を受けました。  

       委員から「公売に至った経過等」についての質疑があり、「滞納は平成１９年

ごろから始まり、昨年度に差し押さえたものである。分納誓約が守られていない

のと、他の税にも滞納状況にある」とのことでありました。  

       学校教育課からは、２６年度保育所入所申込の日時、受付場所について説明を

受けました。  

       子ども・子育て会議については、子育て中の保護者、子育て支援事業従事者、

子育てに関する有識者の方々１５人で構成し、事業計画の策定などについて、意

見を聞いて行うとの説明を受けるとともに、委員名簿については資料により報告

を受けました。  

       次に、建設工事等の進捗状況について報告を受け、その中で（仮称）八千種幼

児園建設工事については、現在の幼稚園の屋根に使われているセメント瓦が経年

劣化による問題があるとの報告があり、幼稚園建設進捗状況の確認とともに、現

地調査を行いました。  

       以上で、総務文教常任委員会からの報告を終わります。  

議    長  次、民生まちづくり常任委員会、小林委員長。  

小林民生まちづくり 民生まちづくり常任委員会からの報告を行います。  

常 任 委 員 長 委員会は、この間３回開催し、所管の事務について調査、検討を行いました。  

       内容は報告書に記載のとおりであり、資料も添付しておりますので、よろしく

お願いをいたします。  

       以下、抜粋しての補足を行います。  

       工場立地変更届は、東部工業団地５ ,６号地の太陽光発電施設設置計画と、７

号地に立地予定の大地化成が土地の交換を中心とした変更を行います。委員会は

これを了承いたしました。  

       公害防止協定に基づく協議は、福伸電機、グローリープロダクツ、デービー精

工などがあり、福伸電機、グローリープロダクツについては了承をいたしました。

デービー精工については、建築基準法、工場立地法、公害防止協定などを長期に

わたり無視をした実態が明らかとなり、このほど全部を調査した届となったもの

であります。  

       委員会は現地調査を行い、社長などから説明を聞きました。委員会は関係法令

や公害防止協定に沿って事務を進められるよう、直接求めるとともに、同様の趣

旨での附帯決議をつけて、了承をいたしました。  

       各課報告では、それぞれ工事入札や契約、業務委託を含む進捗状況、料金・使
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用料などの徴収計画、県営事業などの報告がありました。それ以外では以下のよ

うな報告であります。  

       住民生活課報告では、矢口奥池周辺での特定事業の経過の中で、基準以上の鉛

が検出をされております。現地調査を行い、事態を確認しました。鉛は搬出の方

向で進められるという報告を受けております。  

       原子力災害に係る事故発生の場合、小浜市から６８９人を受け入れる案が出さ

れております。  

       外国人住民の住基ネットの運用が始まっております。  

       健康福祉課からは、巡回バスの利用状況、新型インフルエンザ対策、特定健康

検診、民生児童委員の改選、文珠荘、食育などについての報告がありました。  

       地域振興課からは、もちむぎ食品センターの事業報告、自律（立）のまちづく

り交付金、夏まつり、なっ得商品券などの報告であります。  

       農林振興課からは、バッファーゾーン、中山間地直接支払制度、アケボノ企画

との訴訟経過、８月２３日ないし２５日の豪雨被害などの報告がありました。  

       まちづくり課からは、エルデホールの敷地等価交換及び払い下げ、開発行為事

前協議報告、駅前周辺整備の進捗報告などがありました。  

       上下水道課からは、下水道の接続状況と水質検査結果報告、水道メーターの交

換予定、下水道マンホール施工不備について、８月６日訴状を提出したことなど

の報告がありました。現地調査は、冒頭報告以外に駅前周辺の状況、エルデホー

ルの敷地交換、川端川などを行いました。  

       委員会資料が２日前の配付となり、委員会の活動が充実できることになりまし

た。当局にお礼を申し上げます。  

       以上で終わります。  

議    長  次、議会広報常任委員会、難波委員長。  

難波議会広報  議会広報常任委員会から、議会閉会中の事務の報告をいたします。  

常 任 委 員 長 委員会を委員全員出席のもと、６月２０日、７月２日、７月１６日、７月２

３日の４日間と、委員長、副委員長と事務局での最終チェックを７月２６日に開

催し、原稿を印刷会社に提出いたしました。  

       委員会の主な業務は、議会広報１２７号の編集であります。検討内容を少し申

し上げます。本会議委員会等の出席状況の表示をどうするか、検討をいたしまし

た。結論として、これまでどおりの記載方法といたしました。  

       委員会で会派の紹介の提案があり、全員協議会で諮り、広報に掲載することと

いたしました。会派の紹介については、初めてであり、会派に属さない議員の取

り扱いをどうするか検討いたしました。他町の議会広報等も参照し、あくまでも

会派の紹介であり、会派に属する議員のみの掲載といたしました。住民に議会の

活動や動きをよりよく理解していただくために、定例会の経過報告、議会日誌を

掲載することといたしました。  

       当委員会の所管事項の内容について、検討を行いました。議会基本条例による

議会報告会は、議会に関する情報の発信に関する事項であり、当委員会の所管と

し、今後先進地の視察を行い、検討を進めることといたしました。  

       住民の意見を聞く「広聴」も当委員会の所管とし、今後、先進地の視察等を行

い、検討を進めることといたしました。  

       議会ホームページも当委員会の所管とし、検討を進めることを再確認いたしま

した。  

       第３４回兵庫県町議会広報コンクールに議会だより１２５号を応募することに

決定いたしました。これは３月議会を掲載した広報誌です。  
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       以上で、議会広報委員会からの報告を終わります。  

議    長  次、議会運営委員会、高井委員長。  

高 井 議 会 議会運営委員会からご報告申し上げます。  

運 営 委 員 長 内容につきましては、皆さん方のお手元に配らせていただいてるとおりでご

ざいまして、６月２７日と８月３０日の２日間ございました。  

       内容につきましては、若干補足的に説明させていただきますけれども、本会議

が先週の金曜日から始まっておりますし、また、本会議終了後全員協議会が開催

されましたので、報告はもう既にご協力、ご配慮、ご確認いただいている内容も

ございますので、ご了承賜りたいと思います。  

       それでは、６月２７日でございますけれども、協議事項としまして、６月で試

行的に実施した開会日以降の最初の平日は休会とする日程は問題がなかったため、

９月定例会以降も引き続き同様日程で開催する方針を確認しました。  

       議案資料につきましては、将来的にＡ４に規格統一する方向での検討を理事者

側に求めていくこととしました。  

       一般質問は採決日より前に実施する方向で調整していくこととし、変更の時期

は１２月定例会以降としました。  

       議会報告会運営規程の制定を優先して取り組んでいくこととし、制定に当たり

ましては、特別委員会の設置が望ましいとの意見もございました。  

       その他ではございますけれども、委員会や一部事務組合、臨時会の招集、それ

から９月定例会の招集、議員を対象とする今後の行事予定について、報告を受け

ました。  

       第４５０回、６月定例会の本会議インターネット録画配信につきましては、７

月２日から開始する予定であると、報告を受けました。  

       次に、８月３０日でございますけれども、本定例会協議内容としましては、第

４５２回、９月定例会は報告１件、議案１７件の計１８件議案を上程予定との説

明を受けました。また、会期は９月６日金曜日から２６日木曜日までの２１日間

とし、一般質問については、９月２５日水曜日に２人、２６日木曜日に４人とす

ることを決めました。  

       決算審査特別委員会につきましては、９月１０日の本会議２日目に設置し、奇

数議席の議員とすることとして、水道、下水道の関係で４日間とすることを確認

しました。陳情が２件、議場で配付するという確認もいたしました。  

       仮称でございますけれども、福崎駅周辺整備対策特別委員会の設置については、

９月６日の金曜日に開催予定の全員協議会で協議するということで、話をさせて

いただきました。  

       本会議傍聴者への資料提供は、議会日程、議事日程、議案件名、一般質問通告

書などとして、無償で提供することとし、なお、議案概要書を提出すべきとの意

見もございましたけれども、それも含んでご報告申し上げます。  

       ８月２日の臨時会のインターネット録画配信につきましては、８月１２日月曜

日配信を開始したとの報告を受けました。  

       以上、２日目の報告でございます。  

議    長  以上で、各委員会から閉会中の所管事務調査の報告を終わります。  

 

日程第２ 質疑  

 

議    長  日程第２は、議案に対する質疑であります。  

       議案番号順に進めてまいりますが、関係する議案は複数で質疑を受ける場合も
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ございますので、あらかじめご了承ください。  

       また、議員の皆さんにお願いいたしますが、決算書等の議案は膨大な量でござ

いますので、質疑されるときは何ページのこの部分、この項目について質疑する

ことを明確にしていただき、できるだけ簡潔にわかりやすく質疑をしていただき

ますように、お願いを申し上げます。  

       なお、議案第６５号、議案第６６及び議案第６７号の工事請負契約につきまし

ては、本日全ての議案に対する質疑を終了した時点でお諮りして、即決したいと

思いますが、あらかじめご了承ください。  

       それでは、議案ごとに質疑に入ります。  

       報告第１１号、平成２４年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について、

質疑はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第５１号、平成２４年度福崎町一般会計歳入歳出決算認定について、

質疑はありませんか。  

２    番  報告書の３ページ、議案第５１号資料３ページに書かれてあります学校法人近

畿医療福祉大学の過去の固定資産税の還付を１億１，０４５万５，５００円され

ておりますが、これは何年から何年までの分だったのでしょうか。  

       また、還付加算金が含まれておるのかどうか、また金額等教えていただければ、

よろしくお願いします。  

税 務 課 長  還付の期間なんですが、平成２０年度から平成２３年度までの分で、固定資産

税の本税として９，９８２万１，２００円と、還付加算金１，０６３万４，３０

０円の合計、１億１，０４５万５，５００円です。  

２    番  課税対象物件がわかればお願いいたします。  

税 務 課 長  対象物件といたしましては、建物で学生寮、食堂、旧のショッピングセンター、

現在学校の教材等備品の倉庫として使われております。それと守衛室とその敷地

及び学生の車の駐車場とスクールバスが利用する駐車場の敷地でございます。  

議    長  ほかにございませんか。  

８    番  まず、社会教育関係で、決算書では２０７ページ、決算報告書は２３９であり

ます。  

       昨年度、図書館の閉館時間を１時間延長するという予算、計上されておられま

したが、実際に貸出人数が１年間で１，０００人ほど増加しているという資料提

供がありました。この効果をどのように評価されたのか、一つお聞きしたいと思

います。  

社会教育課長  図書館につきましては、平成２３年までに、土曜日、日曜日の５時までの開館

時間を１時間延長してくれという要望がございました。その関係で、２４年度４

月から実施をさせていただいたところでございます。  

       当初、４月、５月というのは、なかなか５時以降のお客さんは少なかったんで

すが、５月下旬になりますと、土曜日、日曜日、お客さんも周知していただきま

して、利用者もふえてきました。  

       どういう形で効果があったのかということでございますが、５時以降という形

で出すのは、データ的に非常に難しいんですが、平成２４年度、平成２３年度の

土日の利用を比較しますと、利用者で５５２人、冊数で１，９０３冊ふえている

というところでございます。  

８    番  今年度この２４年度で新しい事業として１時間延長されておりますので、でき

ればその延長した時間にどれだけの利用者数がふえたかは調査していただけたら
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と、また、月ごとの利用者数というのは、数字はあるんでしょうか。  

社会教育課長  毎年図書館年報をつくっておりますので、資料としてはございます。  

８    番  その１時間延長分の人数は分からないんですね。  

社会教育課長  参考になるかどうか分からないんですが、土曜日、日曜日につきましては、時

間ごとのデータも出ることになっております。昨年度、２４年度の土日の５時以

降、いわゆる新しく延長した分の利用者は土曜日、日曜日年間で２，６７６人、

貸出冊数で１万２，０３０冊というような形には、データ的に把握しております。  

８    番  なぜ月ごとかというと、やはり夏場は日暮れも遅くなっております。ただこれ

から冬場に入ってくると、どうしても夕暮れも早く、暗くなる時間が早い。そう

すると、そこまで開ける必要性があるのかどうか。そういったものをきちっと検

証していただいて、次回予算のときに考える資料としていただけたらなと思いま

すので、よろしくお願いします。  

社会教育課長  図書館につきましては、社会教育法に基づく社会教育施設となっておりまして、

非常に費用対効果という考え方がなじまないようなところもございます。ただ、

最近図書館のサービスを数値であらわす方法も出てきておりまして、その数値と

いうのは、貸し出しした本を本屋さんで買ったらどれぐらいの価格になるかとい

うようなところでございます。昨年度、図書館の運営として５，２００万円近く

の支出を出しておるんですが、貸出冊数を今言いました店舗で購入すると、２億

８，３００万円のそれぐらいの数値、この試算がどうかとも思いますけど、そう

いったサービスの試算も一つの案としては出ております。  

８    番  費用対効果があらわれるように、また調査だけはしっかりとお願いいたします。  

       次に、農林振興のほうで、決算書１５９ページ、決算報告書においては１６６

ページになりますが、狩猟免許取得推進事業補助金についてであります。  

       近年非常に有害鳥獣の被害が増加しております。住民の方々の中でも農作物の

被害が非常に多く出ているというふうに聞いております。  

       そういった中でこの狩猟免許補助取得推進事業補助金が２４年度の新しい予算

に計上されておられましたが、予算計上では１２万２，０００円となっており、

決算報告では１万２，２００円と、これは執行率１０％、報告書では１名の方の

取得となっておりましたが、この執行率の低さの要因はどういったものと考えら

れるのか。ＰＲの不足なのか、それとも要綱の不備、要綱上非常に問題があった

のかという点について、お尋ねいたします。  

農林振興課長  今、議員さんからのご質問でございますけれども、有害鳥獣に対する鳥獣免許、

狩猟免許、わなでございます。  

       この事業につきましては、２４年度から新規事業ということで、有害鳥獣の増

加に伴いまして、鉄砲等での被害防止につきましては、やはり人家等に近年出没

しているために、わなでの狩猟に切りかえていきたいということで推進を始めた

ものでございます。  

       今、言われましたように、当初予算としては１０名分の予算を計上しておりま

した。実際には１名分の助成をしたということになっております。県に再度確認

をしておりますと、現実には５名の方が受講されて、５名の方が取得をされてい

るということでございました。  

       なぜ、１人しか補助が出せていないのかといいますと、福崎町ではこういった

わなの免許をとっていただきますと、福崎町の猟友会に一緒に参加していただい

て、一緒に活動してほしいなという思いがありまして、猟友会に加入するという

条件のもとで補助を始めたものでございます。今、議員さんが言われましたよう

に、執行率が悪いということから、今後につきましては、猟友会とも相談の上、
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協力をするとか、そういう方向に切りかえるとか、そういうことを考えていきた

いと思っております。  

８    番  私の地区でも、本当に最近多くのイノシシが出ております。これをどうやって

駆除するか、それこそ私が常に言っている地域力の一つとして、地域の方々にこ

の資格をとっていただいて、そして自分たちの手で捕獲し、駆除をしていく。そ

ういった方向に進められないか。どこかに頼んで誰かに駆除してもらう、そうじ

ゃない。そういった資格、また補助金にしていただけるように、またよろしくお

願いします。  

       次に、福祉であります。決算書１０９ページにあります諸用印刷代５３万円で

ありますけれども、これも２４年度の予算書において、「福崎町の福祉改訂版」

というものに、予算８０万円計上されておられました。２４年度の予算書では諸

用紙印刷代は９０万円と計上されておられましたが、ここで印刷代が決算書では

５３万７，９１２円となっております。「福崎町の福祉」が何部つくられたのか。

また、どういったところに配布されているのか。また、この中身は見させていた

だいていますので、非常にわかりやすく、そして福崎町の事業内容、福崎の福祉

の事業内容、非常にわかりやすく書かれておられますが、少し専門的な書かれ方

はされてると思いますけれども、多くの方に使っていただけるようにしていただ

けたらなと思いますけれども、まず質問として何部、そして配布先、そしてこの

効果はどうだったのかということをお聞きいたしたいと思います。  

民生参事兼健康福祉課長 このサービスのしおり、この部分につきましては冊数につきましては６，５０

０部印刷をいたしまして、まず各戸配布をいたしました。それと、新しく転入さ

れてこられる方々につきましては、このサービスのしおりを福崎町の福祉という

形で知っていただくために配布をしているところでございます。  

       なお、このサービスのしおりにつきましては、改訂等があった年に合わせまし

て、大体２年から３年に合わせて印刷をしているところでございます。 

８    番  それでは、予定されていた部数はつくられたということでしょうか。  

民生参事兼健康福祉課長 計画した部数につきましては作成いたしましたが、予算のときから比べまして、

４社による入札によって、入札減という形で減額となっております。  

       なお、この減額した分につきましては、３月で減額補正をさせていただいてお

ります。  

８    番  すばらしいものをつくっていただいております。そして安く仕上がったのであ

れば、非常にいいことだと思います。  

       最後に、総括的な形で質問をさせていただきたいと思います。今決算書を見て、

まずどのように評価をされておられるのか、町長にまずお聞きしたいと思います。  

       一般企業においては、決算書というのは非常に重要視されております。予算書

というのはあくまでも目安であり、決算書を見て、次期、今回であれば２５年度、

２６年度の予算編成に非常に重要視するものであります。  

       そこで嶋田町長にお聞きしたいのは、この決算書を見て、どのような評価をさ

れておられるのか。特に、２４年度予算書では、五つの柱を立てておられます。

それも合わせて、そしてどういったところがよかったのか、そして、改善すべき

ところはどういったところなのか、お聞かせいただけたらと思います。  

町    長  予算というのは、私たち執行部だけでつくるわけにはまいりません。まず、案

を立てさせていただくのは執行部の私たちでありますけれども、いよいよこの予

算でスタートしてよろしいというのを決定されるのは議会ということであります。  

       このように、それぞれの役割分担が決まっておるわけでありまして、提案いた

しました予算が、皆様方の賛同を得て決定されたということを、私たちは高く評
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価をしているわけであります。今後、私たちはいよいよ予算が決まりますと、ど

のようにするのかと言えば、決められた予算を忠実に執行する。決めていただい

たことが素直に実行されているかどうかということが中心的な課題になってまい

りますから、一生懸命にその予算を消化するために頑張ったというものでござい

ます。  

       私といたしましては、この決算書を見て、ほぼ議員さん方からの承認を得た内

容で執行できたかなというふうに思っています。先ほど質問がありましたように、

個々一つ一つをとってみれば、イノシシのわなの１０名予算を立てておきながら

１名しかできなかったという部分があるわけでありまして、こうした事柄につい

ては一層反省を加えて、来年度は忠実に執行していくように頑張っていかなけれ

ばならないと、このように考えております。  

８    番  もちろん予算というものは私たち議員が議決して初めて決まります。その２４

年度の予算説明のときに、町長がこの五つの柱を非常に情熱を持って語られ、そ

れに感銘し、私は予算の認定を担当させていただきました。  

       そのことについて、今度は決算において、これがどうであったのか、この評価

をお聞かせいただきたいと思います。  

町    長  先ほど言いましたように、ほぼ決められた方向で執行できたのではないかと考

えております。しかし、先ほど言いましたように、一つ一つをとってみれば、目

的が十分執行できなかった分もあるわけでありますから、それは来年度の予算の

中でしっかりと検討を加えながら、予算を組み、さらにそれを十分執行していく

ために、全力を注ぎたいと思っているわけでございます。  

       私が立てました五つの柱については、その方向で予算を、予算案を提出し、そ

して決めていただいたわけでありますから、その方向に沿って一生懸命に職員も

執行のために努力してくれたと、このように考えております。  

８    番  ありがとうございました。  

       最初に言いましたように、一般企業で本当に予算書というものは目安であり、

決算書というものを非常に重要視します。それは次回、自分たちが失敗したこと

に対して、それを次回につなげる。成功したことは、本当にああよかったなで済

みます。ただ、執行できなかったもの、また収入において予定よりも少なかった、

そこの要因をしっかりと調べ、新たな予算書をつくるものだと私は考えておりま

す。 

       もちろん、この行政においても、執行率１００％が全てではないと思います。

不用額が出ることにおいて、それはよい点もあります。先ほどの福崎町の福祉で

はないですけれども、目的を達成し、不用額を出す、これが一番ベストだと思わ

れますが、目的が達成できずに執行率が低いというのは、余りよくないと思われ

ます。そういったものをしっかりと検査していただいて、たまに感じるのが、行

政は予算重視の、決算が軽くなってるようなところ、やっぱり予算書をつくるの

にすごく頑張られてるところがあるように感じてしまう、私だけかもしれません

けども、私は常に決算書を非常に重要視させていただいております。今までも私

の仕事の中では決算書を非常に重要視し、そして次年度につなげられる、反省を

して、よくしていきたいと思っておりますので、どうぞまたそういった形でこの

決算書を使っていただけるように、よろしくお願いいたします。  

       以上で終わります。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

２    番  資料６ページ１３行目、商工費の商工総務費の中で、工業団地への進出を決定

した企業は４社ありましたとありますが、差し支えがなければ、企業名４社、よ
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ろしくお願いいたします。  

地域振興課長  ２４年度に進出が決まりました４社につきましては、まず福崎工業団地で日本

パーカライジング株式会社が太陽光発電施設の設置、それから東部工業団地では

安田運輸が倉庫及び事務所の増設、それから大地化成株式会社が姫路市の工場を

全面移転する計画でございます。また、東部工業団地の開発主でございます阪神

住建におきましては、未分譲地につきまして、自社で太陽光発電施設を設置する

という４社でございます。  

２    番  その４社の企業進出により、福崎町内の方の雇用があるのか、また、その中に

障害者雇用はあるのかどうか、お願いします。  

地域振興課長  まず、日本パーカライジングにつきましては、太陽光発電施設の発電能力から

見まして、特段技術者も配置する必要もございませんので、雇用はございません。  

       安田運輸につきましては、このたびの増設によりまして６人を雇用されており

ます。うち１名が町内でございます。身体障害者はございません。  

       大地化成につきましては、今後の計画でございますけれども、姫路市にござい

ます工場、本社機能がそのまま移転してまいりますので、このたびにつきまして

は新規雇用がございません。将来的には増設等によって新規雇用の予定はござい

ます。  

       阪神住建の太陽光発電施設につきましても、電機主任技術者ですとか、日常の

草刈り等の管理でございますので、雇用といったところまでは及ばないのではな

いかと思っております。  

２    番  企業の進出があるたびに、福崎町民の方の雇用があるのかどうか、いつも心配

しておりますので、できれば福崎町民の雇用を促進していただけますよう、よろ

しくお願いします。  

       次に９ページ資料、上から４行目になります。教育運営費の中で地産地消率が

３４．２％、地元野菜使用率１４品目が１２％となっておりますが、これ目標数

値が分かればお願いいたします。  

農林振興課長  地産地消の目標率ということでございます。地元野菜の使用率につきましては、

目標を平成２６年度で１８％に定めて進めているところでございます。  

２    番  目標率が１８％で、現在が１２％ですね。もう少し届かないかなと思うんです

けども、目標に対しての取り組みとかあれば、お願いします。  

農林振興課長  現在１４品目ということでございます。同じ野菜にいたしましても、安定供給

が図れること、それからまたこの１４種目をふやすこと、それにはやはり生産者

の協力が必要でございますので、今現在生産者３団体でございますけれども、そ

れを増やしてまたその生産者にお願いをして、取り組んでいきたいと思っており

ます。  

７    番  決算書の１２９ページ、報告書で１１９ページ、学童保育運営事業についてで

あります。  

       課題、改善というふうに１１９ページのところで、一番下段のところですけれ

ども、開設時間についても土曜日の午後のほか、始業式、終業式等の利用希望が

あり、検討していく必要がありますという記述があります。２５年度からは土曜

日午後６時までというふうに延長されるということを聞いております。始業式、

終業式等については、どのようになっているでしょうか。  

学校教育課長  学童保育、始業式、終業式の日の開設でございますけれども、これらの式等が

終わりました後、受け入れをしております。  

７    番  ということは土曜日の午後の問題とともに、改善を図られたということであり

ます。  
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       一方で、以前から私、一般質問でも取り上げさせていただいておりました、気

象等の警報が発表されたときの問題であります。午前７時４０分という子どもが

登校を始めている、保護者も職場に向かっているという時間になることもある。

あるいは、授業が始まった後にでも警報が発表されるということはあり得るわけ

ですし、そうした際に、保護者が家庭にいない子どもたちが、この学童保育につ

なげていただいて、保護者の就業が終わった時点で迎えに行けるという方向への

改善を求めてきたわけですけれども、こうした点についての検討はいかがでしょ

うか。  

学校教育課長  ９月に入りまして、２日警報が出まして、休校という結果になりました。１日

目につきましては、学校に既に来ておる子どももございました。その子どもにつ

きましては、学童も開けまして、学童を必要とする子どもにつきましては、学童

のほうで受け入れをいたしました。  

７    番  今後の方向として、いろんなケースがあると、今、お話がありましたように学

校に来ている子どもについては学童保育につなげて入れるということにしたとい

うことであります。今後の方向として、早い段階、登校が始まる前から警報が発

表されるということも当然あると思います。保護者の方の出勤等の関係が、学校

もないけれども、学童保育もないというふうになると、就業できないというふう

にもつながっていくというふうにも思います。他の市町などでは、そうした際に

はもう学校の始まる時間から学童保育を開設するという例を聞いております。そ

うした検討についてはいかがでしょうか。  

教 育 長  学童の子どもたちを送っていただく保護者対応とか、そして指導員の確保がこ

れからの課題かなと思っておりますので、それらも含めて、これからの研究にさ

せていただきたいと、こういうふうに思います。  

７    番  本当に子どもが１人で家庭でいるということ、特に気象状態がよくないという

中で、本来の目的ですね、学童保育の効果達成度というところに書かれておりま

すけれども、小学校低学年の留守家庭の児童の健全育成や安全の確保、これがや

はり出発点というんですか、目的だと思いますし、そうした角度からの積極的な

検討を求めたいというふうに思います。  

教 育 長  ただいま議員がご指摘されました件につきまして、また教育委員会のほうで協

議してまいりたいと、こういうふうに思います。  

議    長  １０時４５分までしばらく休憩いたします。  

◇ 

休憩 午前１０時２７分  

再開 午前１０時４５分  

◇ 

議    長  会議を再開いたします。  

       平成２４年度の一般会計の決算についての質疑はございませんか。  

６    番  決算報告書の７５ページのボランティアセンターの運営についてでございます

けれども、ボランティア調整件数、平成２３年４５２件、平成２４年４５０件と

ありますけれども、この調整というのはどういう内容か教えていただきたいので

すけれども、それと、３行目のボランティア研修参加人数が、平成２３年度４５

名、平成２４年度も４５名となっておりますが、これ多分延べ人数と思いますけ

れども、個人と団体とあると思うんですけれども、その団体名も一緒にお願いい

たします。  

民生参事兼健康福祉課長 まずこのボランティアセンター運営に関するところで、ボランティアの調整件

数ということで、平成２４年度４５０という数字が上がっております。これにつ
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きましては、ボランティアのお願いをした件数とか、日数を積み上げたものも入

っておりますし、参加した団体のことも入っておりまして、それが全てが４５０

件ということになっておりまして、具体的にいいますと、まず見守り給食であり

ますとか、見守り電話、それから高齢者の見守り給食というようなものにつきま

しては、まずひとり暮らしの見守り給食は月２回で、１２カ月で２４日間という

ぐあいに、高齢者の世帯は月３回で１２回、１２カ月で３６回。それから、見守

り電話につきましては、週２回の５０週で１００日分というふうになっておりま

す。それらを積み上げた件数について、４５０という形になっております。  

       また、ボランティアグループに対する相談でありますとか、それから問い合わ

せ等の件数も相談件数として、平成２４年度６３件をカウントしている分につい

て、ここでは件数とそれから人数的なものも含めて４５０という表示にしており

ます。  

       ボランティア研修につきましては、福崎町のボランティア団体につきましては、

現在５２団体、会員数で８２７人の方が活動をされております。そのうちこのボ

ランティアの研修に参加された方々につきましては、４５という人数になってお

りますが、団体数にしますと２６団体となっております。この全体の団体数の５

２のうちの２６団体の名称を申し上げますと、地域系ではともしび、辻川ボラン

ティア、新町むつみ会、もちの木グループ、福美会、七種会、西谷ボランティア、

西治ボランティア、この部分が地域系で、それ以外のところでは虹の会、福崎点

字の会、福崎町手話ボランティア、福崎町ココロンクラブ、みどりのグループ、

それから福崎朗読ボランティア、いなみ野神崎、福崎民踊会、福崎町図書館応援

隊、はつらつ会、○ヨ かんざき、要約筆記のボランティアでございます。福,福,ボ

ランティア会、マイフレンド、給食サービスボランティア、福崎夢花火、愛の会、

福崎すみれ会、辻川界隈観光ボランティア、以上２６団体がこの研修会に４５名

で参加をしております。  

議    長  ほかに質疑はありませんか。  

５    番  私のほうから自主財源について、若干お尋ねしたいと思っております。  

       この自主財源は歳入も４ページ、５ページに載っているわけなんですけども、

町債あるいは分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、

繰越金、諸収入という形の８款から成り立っているというふうに思っております。  

       その中で、この平成２４年度のこの決算状況を見てみますと、平成２３年度と

比較しますと、約１億６，５００万ほど少なくなっているわけなんです。自主財

源だけでもって。自主財源そのものが、これ全部足してみますと、４０億８，６

９５万９，１３７円という形の金額になろうかと思うんです。特に大きなものに

つきましては町税ですね。そして、財産収入とかいろいろなものがありまして、

非常に高低が激しく動いているわけでございます。  

       もともと福崎町は企業団地やいろいろなことがありまして、住民さんも約２万

人ぐらいがいつも住んでいるわけでございますけれども、今年度はこの１億６，

５００万がまず減収になっているということは、何が原因されているのかなとい

うふうに思いまして、その辺をお聞きしたいなと思いまして、質問をいたします。  

企画財政課長  自主財源の減収の主な要因としましては、決算報告書の２ページで掲げており

ますものでございまして、固定資産税の家屋の評価替えによりまして、１億２８

３万９，００８円の減収をしております。そして税収全体では、１億５６５万８，

８８６円と、ここで税収が不景気のために大きく減収したこと、また地価の下落

などによりまして減収したことが要因と考えております。  

５    番  先ほども、前議員のほうからお話がありましたけれども、やはりこの２４年度
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の決算を見据えて、次は予算を組むときには２６年度という形になろうかと思う

んですけれども、今後ますますこういうふうな経済の厳しい状況が続いてきてい

るわけでございますけれども、今後の伸び率等、例えば法人税とか住民税とか、

そういうものは考えていかなければいけないんではないかなという気がするわけ

なんです。  

       特にその法人税につきましては、企業のほうが非常に低迷状態が続いておりま

すので、その辺の、税収が減になっている要因としては、何が考えられますか。  

税 務 課 長 法人税の減収の主な原因としましては、円高の関係で輸出部門の企業が振る

わなかったというところと、海外の不況による日本企業の不振等が影響したもの

じゃないかなと、若干最近になりまして上向き傾向にございますので、今後の推

移は見ていきたいなと思っております。  

５    番  これは地方も国も同じような気がするわけなんです。企業が元気になっていく

と、その町も元気になっていくということで、国もそのようにいろんな手助けを

していきながら、企業の応援をしているわけでございまして、私たちには、この

三つの工業団地がありますので、その辺の行政として応援ができる態勢、それは

何か考えているのでしょうか。  

       いろんな企業がありますけれども、例えばもう税金が納められないとか、固定

資産税が納められないとかというようなところも出てこようかと思うんです。そ

ういうときに、今まで元気で頑張って納税してくれた企業、あるいは個人なんか

の場合も、やはり行政としてある程度の応援、手助けをしていかなければいけな

いんではないかなというふうに思いますけれども、その点を副町長、どのように

お考えですか。  

副 町 長  福崎町独自の施策では制度融資、いわゆる商工業振興資金、これは金融機関に

預託をいたしまして、その預託金の３倍以上の部分を設備投資や、それから運用

資金等に活用していただいているところであります。  

       なお、今後の地方財政につきましては、今まで民主党政権で地方財政一般財源

の部分を確保しますといった形で２４年度まで推移をしてまいりました。この２

５年度、２６年度、２７年度、自民党政権に変わるわけでありますけれども、こ

れらにつきましては、国が８月８日に閣議決定をいたしまして、この２５年度水

準の一般財源は２６年度、２７年度とも確保しますという形で閣議決定されてお

りますので、それら等、歳出特別枠のリーマン・ショック等の影響もあったわけ

ですけれども、こういう危機対応モードから平時モードへ切りかえを進めていく

といったような形の中で、対応していただけるものと思っております。  

５    番  福崎町におきましても、毎年町債を発行していきながら、この予算を組み、そ

して決算を結んでいるわけでございます。そういう中で、この２４年度は幾らか

減額になっていますので、努力のあとが認められるわけですけれども、やはり依

存財源とこの自主財源合わせて、この２４年度におきましては、収入済額が７２

億７，２２０万８，１００円という形でもって結んでおりますので、そこそこ住

民サービスが実施されているのではないかなというふうに思うわけでございます。  

       町独自でやっている取り組みも多数ありますけれども、やはりその辺は国の状

況を見ながら、余り背伸びをしたようなことではなくして、しっかりとした、地

に足のついた取り組みが必要ではないかなと考えますので、その点もしっかりと

勘案しながら、２６年度の予算時に生かしていただきたいなと思います。  

       それで事項別では何件か質問をさせていただきたいと思います。  

       まず初めに８３ページです、決算書の交通対策費、目の９で出てきますけれど

も、これは交通安全対策会議委員報酬が７４万４，８００円、そして交通指導員
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の報酬が４２７万５，０００円というふうな形でもって、５０１万９，８００円

が計上されているわけでございます。  

       こういう中におきまして、この２４年度におきましても、非常にこの交通事故

の死者も、今回は４人ですか、出ておりました。それでいろいろ福崎町も、通過

車両も増えてきておりますし、今この交通安全委員、何人ぐらいがまちかどに立

って、実際報酬を払っている方々がおられるのか、その辺の人数を教えていただ

きたいなというふうに思います。  

住民生活課長  対策会議の委員報酬でございますが、対象者は１９人で委員さんは全部で３１

人という形でございます。  

５    番  これ多分時間を決めていると思うんですけども、例えば、子どもさんたちが登

下校の際とか、あるいは日中とか、場所とか、そういう時間はどのようになって

いますか。  

住民生活課長  指導員の方は今５名ということで、今対策会議のメンバーを言いましたが、指

導員は５名で、立っておられるのは７時半から８時１０分までという形でござい

ます。  

５    番  先ほど間違ったその人数はそれどういうメンバーですか、ボランティアですか。  

住民生活課長  交通指導員は５名おられまして、５カ所で交通誘導をされております。その他、

対策会議のメンバーのことも、立ち番とかいろいろ交通対策に携わっておられる

方、それについては、対策会議の報酬条例に基づいて支給をしているという形で、

全般に交通安全対策をやっていただいておるということでございます。  

       交通指導員の場所につきましては、駅前のこごえ歯科の交差点前、そして駅前

の福伸電機の本社交差点前、西治の新日本食品の交差点、そして役場の交差点と

西大貫の交差点並びに八千種小学校前の交差点という形で交通指導、誘導をして

いただいています。  

５    番  死亡事故４件と、またけがをされた方も何百人とおるわけなんです。それを考

えてみますと、今の体制で大丈夫かなという感じがするわけなんです。この交通

指導員は目的はなんでしょうか。あくまでも学童でしょうか。それとも一般も含

んでいるんでしょうか。その辺をお尋ねいたします。  

住民生活課長  学童を中心に交通誘導をしていただいております。  

５    番  そうなりますと、先ほど言いました、その７時２０分から８時２０分までの、

この１時間だけを１日と見ていいんでしょうか。夕方はどうなっていますか。  

住民生活課長  登校時と、そして学校がしております交通安全教室とか学校行事、そういった

ところにも交通に係るものについて出役をしていただいておると、そんな状況で

ございます。  

５    番  そしてこのメンバーにおいては、交通安全指導とかそういうものは、実際に研

修はされているんでしょうか。  

住民生活課長  指導研修はしておりません。  

５    番  数年されている方もいようかと思いますけども、やはりずぶの素人が立ち番立

っても、なかなか交通整理、また交通指導ができないと思うんです。やはりしっ

かりとした研修を受けた上で、絶対に事故を起こさないんだというその決意のも

とでそこに立っていただかないと、これは立っているだけで、何も役に立たない

んじゃないかなという感じがするわけなんです。  

       ただ通行人とか、あるいは車両が見て、ああ立ってるなという感じでやってる

んですが、やはり子どもたちが危ない行為をしたときに、実際にしっかりと注意

できるのかという、そういうものを必要ではないかなと思いますので、できるも

のだったらそういう研修の機会を設けていただいて、今後取り組んでいただきた
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いなと言っておきます。  

       次に変わります。次に８９ページです。先ほどもちょっと出ましたけども、前

納報奨金、これが今回は６２０万４，０９６円が計上されているわけでございま

す。不手際もありましたけれども、この前納報奨金、先ほどらいの説明を見ます

と、約半数の方々が前納報奨金をしているような感じなんですけども、これにつ

いては、これは２５年度で終了でしたか。その点ちょっとお尋ねをいたします。  

税 務 課 長 おっしゃるとおり、２５年度で終了いたします。  

５    番  未納の方も大分いらっしゃいますので、しっかりとした税務体制を整えていか

ないと、逆に今度は未納者が増えるような感じもしますので、しっかりとその辺

も対応のほう、よろしくお願いをしておきます。  

       次に、１０５ページですけども、ここは巡回バスの運行委託料１，５１１万７，

４０６円と、巡回バスの運行補助員の委託料が１８２万７，５６０円という形で

計上されております。そして、この２４年度におきましては、これは確かこの２

４年の１２月か１１月ごろから始まったわけです。この今のスタイルで。  

       そこで、この巡回バスの運行補助員の委託料、これは常時乗っていたんでしょ

うか。この巡回バスには。  

民生参事兼健康福祉課長 平成２４年度の巡回バスの補助員の委託料の部分でございますが、先ほど議員

のおっしゃいましたとおり、１２月３日から新しい体制に変わりまして、４月１

日から１２月２日までの間、運行した部分につきましては、全て補助員が添乗を

しております関係で、前年より若干日数が少なくなっておりますので、１８２万

７，５６０円という形で、添乗は運行日は必ずしております。  

５    番  わかりました。  

       それでは、あともう１件だけ、お尋ねいたします。  

       １０７ページ、扶助費のほうで、無年金の外国籍の障害者の福祉給付金という

形でもって、１７１万８，４００円計上されておりますけれども、この無年金外

国人の障害者福祉給付金ですけども、これは何名ぐらい該当者がいるんですか、

福崎町では。  

民生参事兼健康福祉課長 ２名でございます。  

５    番  ２名といいますと、結構多いん違いますか。国民年金ですと、年間で８２万か

５万ですか、確か。そうなりますと、この障害年金というのは、非常に多い感じ

がするわけなんですが、これはどういう計算方法をされているんでしょうか。  

民生参事兼健康福祉課長 月額７万１，６００円の２名の１２カ月という形での交付になっております。  

５    番  障害ですから、やはり高齢者じゃなくして、やはり例えば生まれつきとか、あ

るいは労働災害とか、いろいろな障害があろうかと思うですけども、これどうい

う障害者でしょうか。もし差し支えなければお答え願います。  

民生参事兼健康福祉課長 個人の関係になりますので、何種何級だけ申し上げます。１名の方が１種２級、

もう１名の方が２種２級というふうになっております。  

５    番  福崎町に在住されてから大分年数がたつんでしょうか。  

民生参事兼健康福祉課長 年数まではわかりませんけれども、長いというふうには認識をしております。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

１ ０ 番  決算報告書の１９ページ、中ほどに最近５カ年の地方交付税収入状況という表

がございます。その最初の基準財政需要額、平成２０年度で３６億６，８００万

円、２４年度になりますと、必要な経費が３７億１，２００万円と増加いたして

おります。この増加の原因等はどのようなものがあるのでしょうか。  

企画財政課長  基準財政需要額が増加している要因の主なものとしましては、下水道事業の進

捗に伴いまして、下水道の経費が算入されたこと、また高齢化の進展によりまし
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て、高齢者福祉対策、高齢者対策の経費が算入されたことが主な要因と考えてお

ります。  

１ ０ 番 経費がかかるようになってきておるわけでありますが、逆に基準財政の収入

額、これが２０年度では２９億６，３００万円、２４年度では２７億１，１００

万円、収入額が減ってきておると、この主な原因はどのようなものがありますか。  

企画財政課長  収入が減っている要因は、先ほども一般質問が出ておりました税収の減でござ

います。２４年度では１億６００万円程度が減収になっておりますので、それが

影響をしております。  

１ ０ 番 こういった状態になってきますと、必要な経費がふえて、入ってくるものが

減っている。それを補填されておるのが、交付税であろうと思うんですが、１０

億、２０年度では７億、３億ほど交付税がふえておるという状況にあります。  

       そういったことから財政力指数が０．８３７が０．７３２と、コンマ１ポイン

ト下がっております。こういっただんだん下がる傾向にある中で、町としてもい

ろいろと施策を考えておられると思いますが、この決算報告書、参照いただいて、

町の対策等はどのようにお考えか、お尋ねをしたいと思います。  

企画財政課長  財政力指数を伸ばす対策としましては、なかなか難しいんでございますけれど

も、一つは税収、未納を減らして税収を確実に上げていくということが重要かと

思います。これはあくまでも、基準財政収入額を基準財政需要額で割った目安で

ございまして、ここで算定上の基準になっておりまして、これが下がっておるか

ら、必ずしも財政上厳しくなっておるとも一概には言えないんでございますけれ

ども、税収を確保するという面で努力をしていきたいと思っております。  

１ ０ 番 非常に難しい状況になってきているなというふうに思うわけであります。  

       福崎町の決算審査意見書、平成２４年度、これの１５ページで監査報告がなさ

れております。財政の（５）、財政指標、普通会計で財政の硬直化が進みつつあ

るということです。ということは、普通に使えるお金がだんだん少なくなってき

ておると、町独自の施策がだんだんできなくなりつつありますよと、こういうふ

うに私は理解をしておるんですが、その点についてどのようなお考えか。  

企画財政課長  監査委員にご指摘いただきましたのは、経常収支比率が悪化しておるというこ

とでございますけれども、確かにこれはもう全国的な傾向でございまして、通常

町村であれば過去で、昔では７０％ぐらいが理想だと言われておったんですけれ

ども、福崎町では８９、９０％近くになっておるということで、これは全国の市

町村にも言えることでございます。非常に自由に使える財源が少なくなっている

のは事実でございます。  

１ ０ 番 税制の、税の収入の増加に対策をいろいろとお願いをしたい。特に今年から

県のほうの支援が来られないというようなことで、時と場合に応じて、相談をし

ていくというような形になっております。いろいろノウハウを教えていただいて

おるようでございますので、ぜひとも税収アップにお願いをしたいというふうに

思います。  

       報告書の３７ページの町債、政府系、または民間金融機関等からそれぞれ借入

をされておるんですが、民間の金融機関からいきますと、ここに上がっておるの

は但陽信用金庫のみであります。ほかにも多くの金融機関があるわけであります

が、但陽信用金庫のみにお金を借りられたのかどうか、その辺についてお尋ねし

たいと思います。  

企画財政課長  借入をする場合は見積もり合わせをしておりまして、たまたま但陽が一番安い

金利であったということでございます。  

１ ０ 番 当然そうだろうと思うわけでありますが、大体何社ぐらいの見積もり合わせ
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をされておるのか。  

企画財政課長  町内の金融機関の５社でございます。  

１ ０ 番  利率等で主に決定をされておるのではないかなというふうに思いますが、この

利率が若干それぞれ異なっております。これは借入の時期等によるのか、または

その目的によるのか、その辺について、どうなっておるのかお尋ねしたいと思い

ます。  

企画財政課長  その借入の時期にもよりますし、借り入れる金額、また期間、それぞれ条件が

異なっておりますので、提示にも差が出ております。  

１ ０ 番 できるだけ安い利率で借入ができるように、これについても努力をお願いを

しておきたいというふうに思います。  

       それと、報告書で５１ページです。成果として記載をされておる中で、２トン

ダンプを３６７万で購入したとなっています。これについても、見積もり合わせ

なり、入札なりをされたのかどうか、お願いをしたいと思います。  

会 計 管 理 者  車両の購入につきましては、入札で決定をしております。  

１ ０ 番 その中で、成果の一番下、課題改善、ここで本年度は車両が盗難にあったと、

こういったことは委員会等でも報告がなされたわけでありますが、公用車の管理

には万全を期すと、このような文言がございます。センサー等を取りつけられた

ように聞いておるんですが、どのような施策が行われたのか、お尋ねをしたいと

思います。  

会 計 管 理 者 これにつきまして、特段新たな防犯ということではございませんけれども、

従来から防犯灯の設置等、また庁舎の駐車場の施錠等確認をしております。また、

毎週土曜日には職員が車を点検して、そういう盗難等、また傷、そういったこと

がないように十分注意をしております。  

１ ０ 番 このダンプカーは盗難保険等は入っておられたんでしょうか。  

会 計 管 理 者 共済のほうで９０万の補償をいただきました。  

１ ０ 番 購入されたそのダンプカーについては、保険等はどのようになっております

か。 

会 計 管 理 者 任意保険等、それぞれの保険に加入しております。  

１ ０ 番 金額はわかりますか。  

会 計 管 理 者 保険料ですか。今手元に資料がないので、詳細なことはわかりませんけども、

保険に入っております。  

１ ０ 番 金額は後刻報告を求めたいというふうに思います。  

       それと、報告書の５９ページ、回収チームの派遣事業、先ほど少し触れたんで

すが、成果として整理回収チームの指導のもと、滞納者宅の捜索、車のタイヤロ

ック、こういったことを行って、前例のない滞納処分を実施し、成果を得たと、

このようになっております。その滞納者のおうちは何軒回られて、幾らぐらいの

成果があったのか、お尋ねをしたいと思います。  

税 務 課 長  整理回収チームでの成果なんですが、先ほど言われましたように自動車のタイ

ヤロックをして、差し押さえをするための捜索なり、タイヤロックをしたのは３

台、それから自動車の公売実施を２台、それから不動産の差し押さえ等がありま

して、任意売却の指導をいただきまして、かなり多額の滞納の額が、任意売却で

収入になったというところで、件数にいたしましたら２９件、対応をさせていた

だきました。  

１ ０ 番 大変難しい業務だと思いますが、非常に努力をされておることに敬意をあら

わしたいと思います。本年度も引き続いて税収の確保に努めていただきたいと思

います。よろしくお願いをいたします。  
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議    長  ほかに質疑はございませんか。  

１ １ 番  大きな事業が計画どおり進んでいっておるし、あるいは福祉とか教育とかソフ

ト的な分野でも予算で考えて基本的な事柄が進んでいるという点は言われたよう

に確認をしておるところでありまして、その努力に敬意を表しておきたいと、ま

ず思います。  

       そういう中で、最近気になっておりますのが、この決算全体を見ますと、各施

設や機材等の保守点検の委託などを含めて、かなりの項目で総額にすれば大きな

金額になるわけですけれども、そういうものがどんなふうに実施をされ、その内

容がどう確認をされておるのかという点を、全体として、総論としてお聞かせを

いただきたいというふうに思うんです。  

       最近のように、建設してまだ８年か、９年か、図書館は。ああいうふうな新し

いと思われている施設で今回のようなことが起こって、そして世界のダイキンさ

んがかかって４カ月もかかるんだというふうに聞かされたら、これ一体どうなっ

てるんだというふうに思うわけでありまして、そんな意味からも、この全体的な

保守点検、いろんなところかけておるわけですが、これがどんなふうに確認をさ

れていっているのか、お聞かせをいただきたいと思います。  

総 務 課 長 各施設それぞれ各課で担当をしておるわけですけれども、それぞれの費目に

保守点検委託料等をおきまして、施設の管理あるいは設備の管理というのを行っ

ております。  

       この本庁舎におきましても、空調設備の保守管理の点検委託料をおきまして、

安全・安心な管理に努めているところでございます。  

       また、各課からは消防設備点検ということで、報告を受けておりまして、総務

課で取りまとめさせていただいております。各年度におきまして、具合の悪かっ

た点につきましては、その年度で対応、また次年度で予算が不足する場合はまた

次の年度で対応ということで計画的な対応をするように、総務課からも指示を出

しているところでございます。  

１ １ 番 よその話ですけど、日本中を大きく震撼させました高速道路のトンネル崩落

にいたしましても、一応その検査をしていたということであっても、目視検査だ

けで打音検査はしたとかしてなかったとか、あるいはしたとしても形式だけであ

ったとか、色々そういう点では日常の点検管理の不備ということが、事故が起こ

ったときに問題になってきます。  

       そんな面で、福崎町も本当に幅広くたくさんのこういうことがやられておりま

す。それらが形式的に流れないように、その点の注意をどこか一括して集中的に

管理できるようなシステムがあるのか、あるいは各課任せなのか、その点はどう

なんでしょうか。  

副 町 長 今、総務課長が答弁申し上げたとおりでありまして、各課でそれぞれの責任

において、そういう点検等の報告を受けながら対応するという形でありますけれ

ども、今、質問をしていただいておる議員からのご指摘もありましたように、前

にそういうご指摘をいただいておりますので、総務課内における分野で、消防設

備点検のみならず、特殊建物定期報告等を受けながら、どのようにして対応した

のかというような形で把握をしているところであります。  

１ １ 番 専門的な知識が当然幾らかはついてくるわけですが、どこまでどんな検査が

やられておるか、どんな結果であるかというところまで、この検査結果の報告文

書を見て、ある程度判断できるぐらいの、知識を持つという、そんな努力もまた

求められるのではないかと思うんです。そんな点のこともよろしく求めておきた

いと思うわけです。  
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       で、図書館はどうなったんでしょうか。  

社会教育課長  皆さんにご迷惑をかけましたエアコンでございますが、当初ダイキン工業のほ

うから４カ月かかると聞いておったんですが、昨日で修理が終了しまして、今日

稼働点検をして、今日から動く予定となっております。  

１ １ 番  そんなに長い時間がかかると初めに言わなければならないような故障が起こる

ということは、日常の点検管理はどうなってるのかなと、それこそダイキンさん

に保守管理任せておったわけでしょう。毎年やられててこの決算の中にもその金

額がでています。そういう点で思うわけです。ぜひ改めて思い起こしてやってほ

しいと思います。ダイキンさんにしても、あれぐらいの大きなホール、幾ら大き

いといっても、世界のダイキンさんですから、あれぐらいのものが４カ月もかけ

なくても直せるだろう、あるいはかわりの機械ぐらいどこから持ってこれるだろ

うと私は思いながら話を聞いていたわけであります。  

       さて、そういう内容と同じですが、町道や公園や、あるいは各施設たくさんあ

るのですが、全てが常に新しく何年か毎につくりかえるという時代ではなくなっ

たというふうには近年言われておりまして、そんな面では日常的な点検管理とい

うことが重要でございます。  

       行政改革ということが言われ出して、正職員がなかなか充足できないというよ

うなこともあるのかもしれませんけれども、町道やあるいは公園、各施設の日常

管理もどんなふうに点検がやられているのか、お聞かせいただきたいと思うんで

す。 

       我々が住民の皆さんから聞いて、あそこの道路の水が溜まってる、あそこのタ

イルはがれてるよというふうなことを、いちいち一般質問で言わなきゃならんの

かなというふうに思いますと、一般質問も項目がたくさんある困るなというふう

に思ったりもしておるところですが、どんなもんでしょうか。  

まちづくり課長 町道におきましては、工手等、維持管理の中で日常のパトロールを行っておる

ところでございます。また、郵便局等と協定を結び、情報の提供等も依頼をして

おるところでございます。また、シルバー人材センターに委託いたしまして、巡

回等も行っておりますが、なかなか詳細なところまでは把握できていない状況で

ございます。  

       今回、タイルのことにつきましては、住民さんからの情報提供ということでご

ざいます。これにつきましても、早急に対応をするということにしております。  

１ １ 番  全体としてそういう点であるわけです。工事の管理の話にも移りますけれども、

たくさんの工事をやっておりまして、そんな面では下水道のこの問題も惹起をい

たしまして、新聞報道にも出されるということにもなりました。そんな中で、町

の中の声ですけれども、一般的にも職員をそのことで減らせ減らせばっかりじゃ

ないと、やっぱりしっかりとした職員を置いて、職員に勉強してもらって、そし

て工事の管理はちゃんと責任持ってできるような、そんな職員を育ててほしいと、

そういう町民の皆さんの声が、何人かから私は聞いておることをここで紹介をし

ておいて、そんなふうにお願いをしたいと思うんです。  

       これまでの関係で県の何らかの機関とか、そういうところにも協力を求めたい

というふうな話もありましたけれども、やっぱり日常的な工事の管理は、日々の

管理は職員が対応せざるを得ないと思うんです。そんな面で、職員のその教育と

いうそのことと、しっかりとした正職員が配置できる、そういう体制は考えてお

いていただきたいというふうに、最近の状況、あるいはこの決算を見ながら思っ

ておるところでございます。町民の皆様方にそういう声があることも紹介をして

おきます。  
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副 町 長  まさに言われるとおりであると思っております。行政サービスを堅持するには

職員の資質向上、また職員数が確保できなければサービス低下を招くと、このよ

うに言われております。定数問題につきましては、国からの行政改革等の方向性

を受けながら、職員の削減を検討してきました。そういう関係から含めますと、

当時から職員数１０名を減らしておるわけでありますけれども、実質的に住民さ

んにサービスを提供する部分につきましては、定数削減等については、考えたこ

とはございません。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

１ ０ 番  再度お尋ねをしたいと思います。  

       資料の１４ページです。一般会計決算不用額１０万円以上という資料がござい

ます。これを見ますと、各款とも時間外勤務手当の減というのが、各款ともほと

んど発生をしておるということでございます。これはもちろん職員の能力向上で

あるとか、そういった面もあろうかと思いますが、主な原因はどのようなことか

お尋ねをしたいと思います。  

総 務 課 長 各費目におきましては、それぞれ各課の事情によりまして、時間外勤務手当

の増減がございます。その資料の１０ページをごらんいただきたいと思います。

１０ページの右側に給与明細書の決算状況と、全会計分ということで資料をつけ

させてもらっております。その下の表のところで、職員手当の内訳ということで

ございまして、時間外勤務手当が右のほうから１、２、３、４列目にあるわけな

んですけれども、今年度の時間外勤務手当の額といたしましては、５７０万円程

度、昨年度に比べて減っております。その主な原因でございますが、２３年度は

９月２日に発生しました台風１２号の災害対応、復旧に係る時間外手当がかさみ

ました。２４年度はそれがなくなったということで、減額となっております。こ

ういったことが一番の大きな原因かなというふうに思っております。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第５２号、平成２４年度福崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について、質疑はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第５３号、平成２４年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算認定について、質疑はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第５４号、平成２４年度福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について、質疑はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第５５号、平成２４年度福崎町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算認定について、質疑はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第５６号、平成２４年度福崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算認定について、質疑はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  
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議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第５７号、平成２４年度福崎町水道事業会計歳入歳出決算認定につ

いて、質疑はありませんか。  

３    番  決算書の、附属書類のほうの１１ページなんですが、それの給水等の動きの表

の中で、平成２４年度では給水原価が１立方メートル当たり１２８円９５銭で、

２３年度の１１５円８６銭に比べて、１３円９銭高くなっております。供給単価、

１１７円０２銭との差額は１１円９３銭のマイナスとなっております。  

       近年は節水機器の普及などで給水量は減少傾向にあり、そのため給水収益の大

幅な増加が見込めないなどの状況の中で、高度浄水処理施設の整備などをこれか

ら行っていかねばなりませんが、住民の方々が生活される上で最も大切な水道水

の今後の価格を決め、安定供給に問題はないのか、お尋ねいたします。  

上下水道課長  議員ご指摘のとおり、節水等によりまして給水収益は年々減少をしております。

２４年度の給水原価は２３年度に比べ、１３円９銭と高くなっております。主な

要因といたしましては、下水道工事に伴う資産減耗費が２３年度に比べまして約

２，０００万円増の８，０００万円になっております。このために、給水原価で

は約８円高くなり、また水源地等の施設整備の準備等に、また耐震診断等による

費用で、給水原価が約５円増加しております。  

       臨時的な費用が主な原因とは考えますが、先ほど議員ご指摘されました水源地

の整備、また配水池の整備等、また事業も計画をしております。こういった関係

も踏まえまして、安全で、安心な水を供給することを原点におきまして、水道料

金につきましても、今後慎重に検討をしてまいりたいと思っております。  

３    番  住民の方々の生活の根幹をなす事柄でございますので、最善を尽くしていただ

きたいと思います。以上です。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

１ １ 番 今、答弁の中で触れられましたが、資産の除却が非常に大きなものがありま

して、これらがどういう資産であったのか、それらが主なもので大体耐用年数が

何年で、計算をされておったのかというようなことも含めて、総括的にお聞かせ

いただきたいと思います。  

上下水道課長  主な原因の中で下水道工事に伴う資産減耗費が２，０００万円増加という説明

をさせていただきました。主な内訳といたしまして、西光寺地区の県道西田原姫

路線でございますが、あそこで平成１７年ごろに石綿管が当時入っておりまして、

基幹配水管にもかかわらず、漏水が多発しておりました。それの改良をいたしま

して、配水管の入れ替え工事をさせていただきました。それに伴う工事とか、そ

れから県道の舗装の本復旧費、これが資産で上がっております。この西光寺の工

事におきまして、できるだけその資産を残した形で工事を進めたいと思っており

ましたが、大型バスが通ったり、それから工事の関係上、道路の西側にはＮＴＴ

の配線管もあったりと、そういった関係で道路の東側をどうしても掘らなければ

いけないということで、入れ替えた配水管が除却対象になったのが、一番大きな

原因であります。  

１ １ 番 １，８００万円とか１，１００万円とか９００万円とか、１，０００万円前

後からそれを越えるような件数を何件か見ますと、若干そんなふうに思うわけで

あります。  

       損益計算書では昨年に比べて当年度純利益が非常に減ったとはあるわけですが、

当然それが絡んでおりまして、減価償却なり、あるいは資産減耗費等の内部留保

だけで料金収入の半分が内部留保になっていくという、そういうシステムですか

ら、どう考えていいのか、とこう思っておるところであります。  
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       これからのいろんな投資も計画がされておりますが、年間料金収入の２、何倍

というそういう現金を持ち合わせるというふうになっておりますので、これらと

それからその他の起債等の資金も有効に活用しながら、今後の計画については水

道料金の引き上げにつながらないような、そんな方向もぜひ検討をお願いしたい

と思っておるところでございます。  

       ただいま水道料金についての言及もありましたけれども、それだけにこの会計

のシステムを見ますと、損益計算書を黒字にしようと思ったら、内部留保資金の

ほうにも目をやっておかないといけないなというふうな思いでございます。福崎

町の水道の規模とすれば、現金はそれなりに持ち合わせておるということも念頭

において、運営を進めていただきたいと、そういうふうに思っております。  

上下水道課長  議員のご指摘のとおり、平成２４年度の損益計算書では、営業利益ではマイナ

スの２１５万という結果を招いております。内容につきましては、先ほど答弁さ

せていただいたとおりでございますが、今後につきましては、資産、減価償却と

か、そこらの費用は当然かさんでまいるものと思っておりますし、施設の整備等

につきましても費用はかなりかかってまいると思っております。現金預金という

んですか、資金はかなり今、上水道におきましては、今持っておるわけなんです

が、そこらも有効に活用いうたら語弊があるんですが、視野に入れながら、今後

の運営は慎重に進めていきたいと思っております。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

１ ０ 番  石綿管についてお尋ねをしたいと思うんですが、ほとんど下水工事が進んで、

そこで上水の管の入れ替えが行われておるわけでありますが、まだ石綿管はござ

いますか。大体幾らほどあるのか、お尋ねしたいと思います。  

上下水道課長  石綿管でございますが、議員ご指摘のとおり、下水道工事に合わせまして入れ

替えを進めさせていただいてきました。おかげをもちまして、有収率も９０．

５％と、これは大変高い数字を確保いたしております。  

       残存の石綿管につきましては、帳簿上もう現在はございません。ただ、旧の配

水池とかに接続している部分で若干残っておりますが、実際に供給する範囲では

石綿管の残存はございません。  

１ ０ 番 それと、非常用発電機３台ですか、購入されたんですね。これは今どこに設

置をされておるのか、お尋ねをしたいと思います。  

上下水道課長  非常用発電機の管理場所でございますが、１台は井ノ口の水源地に置いており

ます。そして、高橋の工業団地の加圧ポンプ所に１台、それと東部工業団地の加

圧ポンプ所に１台を置いております。  

議    長  ほかに質疑はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第５８号、平成２４年度福崎町工業用水道事業会計歳入歳出決算認

定について、質疑はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第５９号、平成２４年度福崎町水道事業剰余金処分について、質疑

はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第６０号、平成２４年度福崎町工業用水道事業剰余金処分について、

質疑はありませんか。  
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（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第６１号、平成２５年度福崎町一般会計補正予算（第１号）につい

て、質疑はありませんか。  

４    番  議案第６１号、一般会計補正予算（第１号）の第２条、債務負担行為の補正に

ついて質疑をいたします。  

       ３ページの第２表の文化ゾーン東側駐車場等用地先行取得事業として、平成２

６年度から平成２８年度までの期間、限度額９，５００万円の債務負担行為をし

ようとするものでありますが、この事業は第１体育館東側の農地の取得を兵庫県

町土地開発公社で先行して取得するための補正であります。  

       そこで何点か質疑をしたいと思います。第１点目は文化センター・エルデホー

ル及び第１体育館などの駐車場が不足するための駐車場整備が取得目的ですが、

どの程度不足なのか、今回の取得で何台収容が可能なのか。土地取得の目的であ

る駐車場の計画図面が送付されていないのですが、資料の提出等はございません

か。 

社会教育課長  まず、ご質問いただきました、どの程度不足かでございます。現在、文化セン

ター・エルデホールそれから体育館の駐車場を合わせますと１１３台が可能とな

っております。また、エルデホールの芝生広場を開けますと、プラス６０台ぐら

いが可能となっておりまして、合計で１７０台程度が可能になるかなと思ってお

ります。  

       事業によって駐車場の不足という事態も当然変わってくるわけでございますが、

例えば土日の講演会などでは、商工会の駐車場を借りたりしております。また、

山桃忌とか秋まつりの大きな事業では、裏のサンライズの土地をお借りして駐車

場にしていることもございます。  

       今回この分におきましては、サンライズのほうから土地の開発計画がございま

して、その計画には商工会の駐車場も、その開発に合わせてなくなるというふう

に計画が上がっております。そういったところから、教育委員会のほうから町長

部局に対して、そういった土地の確保をお願いしたいというような形で申し出て

おります。  

       今回の取得でどれぐらいの車をとめることが可能かということですが、面積３，

５９７㎡から計算をいたしますと、大体８０台から９０台が可能になってくるか

と思います。  

       それから、計画図面が添付されていないということですが、正直図面について

はまだ作成をいたしておりません。これにつきましては、当然その体育館と購入

した土地の間には道路等もございまして、今後道路等の付替えも含め、安全で使

いやすい駐車場を考えております。  

       平成２８年度までに町が買い戻す計画もいたしておりますので、委員会へはそ

ういった計画ができ上がり次第順次報告をさせていただきたいというふうに思っ

ております。  

４    番  兵庫県の土地開発公社が先行取得する場合と、それから町が直接取得する場合

の費用負担額はどれくらいの差があるのか、またそのメリット、デメリットをお

聞かせ願いたいんですが。  

企画財政課長  県町土地開発公社が取得する場合と、町が取得する場合のメリット、デメリッ

トということでございますけれども、メリットとして考えておりますのは、県町

土地開発公社、現在実施しております事業が平成２６年度に播磨町分を最終処分

いたしまして、また２５年度には市川町が利用する予定ではございますけれども、
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この５年以内ぐらいに公社の解散も視野に入れて検討をされているという状況で

ございます。  

       今後福崎町におきましては、福崎駅の周辺整備を進めていく上で、県の町土地

開発公社の存続を希望しているわけでございますから、公社を活用する必要があ

ると判断し、今回利用するということが１点でございます。  

       また、現在のところ、この駐車場整備に対して国県の補助はございませんけれ

ども、今後有利な補助事業や地方債が充当できる場合は、これらを活用できると

いうメリットも考えられます。  

       デメリットといたしまして、先ほどの費用の件も含めてでございますけれども、

公社を利用する場合は、初年度に用地代の０．５％の事務費が必要となります。

今回の場合は４５万６，０００円程度費用が必要となってまいります。また、借

入の利子につきましては、公社が福崎町の土地を購入する場合でも銀行から借り

入れるわけでございますが、町内の金融機関の見積もり合わせで利子が決まりま

すので、地方債を借り入れる場合は借入の金額とか期間には差がありますけれど

も、金利負担については同様と考えております。また、３年後に買い戻すときに、

地方債を充当することは可能でございます。  

       ですので、費用の差としては、公社を利用することによって事務費の４５万６，

０００円が余分にかかるということを考えております。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

８    番  歳入歳出の補正予算、事項別明細書の歳入の２ページ、歳出では２０ページに

なりますけれども、農林水産業費県補助金の農業費補助金で、小水力等再生可能

エネルギー導入推進事業補助金について、お尋ねいたします。  

       まず、今回補正で、歳入では１１０万円が計上され、歳出では農林水産業費の

農地費で委託金として調査設計委託料となっておりますが、この小水力等再生可

能エネルギー導入推進事業補助金には、水力等農村地域水源利用活用促進事業ま

た、小水力等農業水利施設利用活用実証事業など四つの事業があります。  

       まずそのどの事業によりこの補助金を受けておられるのか、またこれはどのよ

うなことをされていくのか、そして今後この事業において、今回設計と、調査設

計となっておりますので、今後どのような事業展開を考えておられるのか、もし

できれば事業規模もお教えいただきたく思います。  

農林振興課長  この小水力等再生可能エネルギー導入推進事業というものでございますけれど

も、福崎町におきましては２６年度での要望ということで県のほうにお願いをし

ておりました。これにつきましては、場所的には千束の水路に現在水車を３基設

置して活用を行っているところでございます。福崎町におきましては、その３基

の水車を使い、水力発電を試みたいということで、県のほうから２５年度での予

算が可能になったのでということで、２５年度で取り組んでまいりたいと思って

おります。  

       とりあえずは、この３基の水車によりまして、電力がどの程度まで、発電が可

能なのか調査をさせていただきます。この調査におきましては、国の１００％事

業でございますので、どういったものに使えるのか、その発生した電力によって、

今後検討をさせていただいて、また新年度にＬＥＤ等を使用して何かを照明する

とか、いろいろその辺を検討していきたいと思っております。  

８    番  この小水力等再生可能エネルギー導入推進事業補助金のその、五つあると思う

んですけど、どの事業に当たるかはわかりますでしょうか。  

農林振興課長  今のところまだそういったところまでは把握しておりません。とりあえずこう

いった全体の中での要望を上げておりますので、全体の中で考えている事業でご
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ざいます。  

議    長  質疑の途中ですが、しばらく休憩いたします。  

       再開時刻は１３時といたします。  

◇ 

休憩 午前１１時５８分  

再開 午後 １時００分  

◇ 

議    長  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。  

       午前中の質疑に対して、理事者側から答弁の申し出がありましたので、これを

許可いたします。  

企画財政課長  午前中の難波議員の一般会計決算の中での質疑の中で、地方債の見積もり合わ

せの銀行等の数でございますが、５社と答弁いたしましたが、兵庫西農協、みな

と銀行、但馬銀行、播州信用金庫、但陽信用金庫、姫路信用金庫の６社の間違い

でございましたので、おわびして訂正いたします。  

会 計 管 理 者 難波議員の質疑、２トンダンプが加入しております任意保険の内容でござい

ます。対物対人ともに無制限でございます。それと、車両保険の価格は現在３１

５万円の価格で、年間の保険料の掛金は４万３，４６０円でございます。  

農林振興課長  休憩前の前川議員の質問によります小水力等再生可能エネルギー導入推進事業

につきましての、五つの支援内容の中で、要望しておりますのは概略設計支援で

ございました。  

議    長  ほかに、一般会計の補正予算についての質疑はございませんか。  

７    番  事項別明細書３４ページ、多目的グランド詳細設計委託料９６０万円について

でございます。資料８ページに基本計画図が示されています。８月２日の議会全

員協議会での基本計画図案との対比で、今回の図面では図書館駐車場と一体の駐

車場として、入り口、出口を分離することになるように見受けるのですが、この

点はいかがでしょうか。  

企画財政課長  はい、図面で出入り口は２カ所設けておりまして、現在ある図書館の駐車場と

一体的に利用ができるように考えております。  

７    番  現状、図書館でも入ってくる車と出ようとする車が交錯する場面も見受けてお

りまして、この機会にそういうふうな形になるということは非常に好ましいとい

うふうに思います。  

       駐車場南側の区画について、特に今回は示されておりませんが、子どもの遊具

設置が望まれるとの意見が先の全員協議会でも出ておりました。いかがでしょう

か。 

企画財政課長  全員協議会の中で危険ではないかとご指摘のありましたトイレの予定箇所の隣

に、イメージとしまして、ドッグランを書いておりましたが、それは消しており

ます。そのかわりに子どもが遊べるような遊具があればよいなとは思っておりま

す。 

       しかしながら予算にも限りがありますので、今から詳細設計を行いまして、本

体ドームの工事費等が見込めましてからの検討になろうかと思います。  

７    番  予算の制約というふうなことはあろうかと思いますけれども、子どもの遊具等

はぜひ設置し、またベンチも幾つかは設置してスタートをしていただきたいとい

うふうに思うわけであります。  

       イーストパークの健康器具、現在３基設置されておりまして、一定の使用の状

況も見られるようであります。特徴のある遊具、健康器具を設置するということ

が、町内外からの来訪者を増やしていく上でも大変効果があるというふうにも思
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います。  

       具体的に四国のある自治体の公園では、ムカデ型のうんてい延長が世界最長で

あるということで、ギネス認定されたということもインターネットで拝見すると

ころです。安全性、耐久性、維持管理コストへの配慮の上、すばらしいものが設

置されていくように、望むものであります。その点で、一気にできないにしても、

そうした２段階の構えで設置をしていくということも含めて、検討されるでしょ

うか。  

副 町 長  企画財政課長が答弁申し上げましたように、詳細設計が今からであります。そ

の中でどのような検討をするのか、今議員が要望をいただいております分野につ

いては、要望として受けとめさせていただきますが、基本的には小さな公園、地

区公園等につきましての管理状況、今のところ見ておりますと非常に悪いといっ

たような状況になっておりまして、これらにつきましては共助の関係で開発地内

における地区公園はそれぞれの地区において管理をしていただくといったような

方向が望ましいのではないかと思っております。  

       これからの観点は、自助・共助、それら等が足りない場合に初めて公助の関係

が出てくるといったような関係も言われております。それら等を熟慮しながら、

検討を加えていきたいと思います。  

７    番  よく利用されている公園というのは、草も伸びずに見た目もきれいで安全だと、

しかし一方で人が余り立ち寄らなくなったような公園というのは、管理の面でも

安全の面でも非常に問題が出てくるというのはよくわかります。そういった面か

らもよく、今申し上げましたような安全性、耐久性、維持管理コストというふう

なものも十分ご配慮いただいて、選定も進めていただきたいというふうに申し上

げておきます。  

副 町 長 先ほど答弁申し上げたとおりでありまして、そういう観点を含めまして、検

討を加えていきます。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第６２号、平成２５年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第

１号）について、質疑はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第６３号、平成２５年度福崎町公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）について、質疑はありませんか。  

１ ０ 番  歳出、下水道事業費の４ページ、１１節の需用費、ここで１３の委託料、弁護

士委託料が１７０万円計上されております。この１７０万円の内訳をお尋ねした

いと思います。  

上下水道課長  仮差し押さえの手数料、弁護士に払う委託料なんですが、これが１０万５，０

００円、それと訴訟に伴います着手金が５２万５，０００円、それと成功報酬に

伴います委託料が１０７万円でございます。  

１ ０ 番 この件につきましては、６月議会の議案第４８号の訴えの提起の変更につい

てということで、１００万円弁護士料が追加になったと思うんですが、これとの

関連性について、お尋ねしたいと思います。  

上下水道課長  ６月議会でお願いをいたしました１００万円につきましては、弁護士費用の請

求でございますが、これにつきましては不正行為ということに伴いまして、請求

額の約１０％を相手方に請求をできるということで、上限の１０％の１００万円
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を請求額に追加して請求したものでございます。  

１ ０ 番 今回のこの委託料とは全く関係がないんでしょうか。  

上下水道課長  今回補正をお願いしております委託料につきましては、実際に弁護士に支払う

費用の額を計上させていただいております。また成功報酬の１０７万円につきま

しても、請求額全額が１審で認められた場合の成功報酬の額になっております。

したがいまして、６月にお願いいたしました相手に請求する弁護士費用とは積算

根拠が異なってまいります。  

１ ０ 番 これはさかのぼったことになるんですが、９００万余りの金額に対して、そ

れの１００万円計上したとこういうことだと思うんですけれども、それも１審で

結審した場合の金額ですか。最高裁までいった場合はやはり弁護士費用がかさむ

ではないか。  

上下水道課長  相手方に請求しております１００万円につきましては、私どもが訴訟で損害賠

償いうんですか、請求しております９００万円が、これは上告されても、この金

額は変わらないものと思っておりますので、あくまでもその額の１割程度という

ことになりますので、その額は変わりません。  

       ただ、今回お願いしております委託料１７０万円の中では、１審に係る費用を

計上させていただいておりますので、また２審、３審となれば、これはまた費用

は変わってくるものと思っております。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第６４号、福崎町道路線の廃止及び認定について、質疑はありませ

んか。  

１    番  道路線の認定についてお尋ねをしたいんですけども、この図書館南線でござい

ますが、認定されるのはこれでいいと思うんですけども、この道路を認定されて

も今の状態ではとても通れる状態ではないという、道路と認定された以上、歩い

て通る、自動車が通れるのが道路ではないかと思うんですけども、そこらの改良

ですか、設置ですか、そのほうはいかがなもんでしょうか。  

まちづくり課長 ここにつきましては、認定後整備を進め、今年度舗装まではいかないと思いま

すけれど、一定の整備をする予定でおります。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第６５号、工事請負契約（農業集落排水事業機能強化工事）につい

ての質疑はありませんか。  

２    番  藤吉工業株式会社の本社または事業所が福崎町にありますか。  

上下水道課長  福崎町にはございません。  

２    番  本社はどちらになりますか。また、過去にこの藤吉工業株式会社が農業集落排

水事業機能強化工事等にお仕事でなされたことがあるのかどうかもお願いします。  

上下水道課長  名古屋市に本社がございます。契約相手につきましては大阪支社となっており

ます。  

       農業集落排水の機能強化の実績でございますが、福崎町では大がかりな強化事

業というのは今回が初めてでございまして、今までにずっと平成１５年から平成

２３年まで行っております。その中で、多数の事業をこの藤吉工業にお願いして

おります。  

       また、機能強化事業の今回のような大きな事業につきましては、全国的に施工
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されております。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第６６号、工事請負契約（上中島地区下水道面整備工事（第１工

区））について、質疑はありませんか。  

９    番  この第６６号の中島の下水道面整備工事の第１工区についてお尋ねをいたしま

す。 

       議案資料の第３ページ、これは税抜で６，５３０万円で藤澤工業株式会社が落

札をされておりますが、その中で管布設工とマンホール設置工、そして立坑、取

付管及び公共ます設置工、そして付帯工、この各項目の金額がわかればお願いを

いたします。  

上下水道課長  大まかではございますが、説明をさせていただきます。  

       まず管布敷設工でございますが、約２，５００万円であります。続きまして、

マンホール工につきましては８００万円、取付管等につきまして１５０万円、立

抗につきましては１００万円、付帯工４００万円、それと諸経費になりますが、

これについてはガードマン等の費用も入っておりますが２，９００万円でござい

ます。  

９    番  その他の諸経費でガードマンを含めて２，９００万円というふうに今おっしゃ

られましたが、ここは図面でもわかりますように播但道の東側側道になっており

ます。道幅が非常に狭いと思います。そこで工事をされるに当たり、ガードマン

の配置人数、わかればお願いいたします。  

上下水道課長  今言われております路線につきましてのガードマンでございますが、施工場所

によってこれは多少異なってまいると思います。まず一番南の開発地の付近につ

きましては、当然工事をしましたら残土の持ち出しとか、埋め戻しの土とか、い

ろんな搬入とかのダンプが長距離にわたりまして通学路を通ると、こういう格好

になりますので、当然南のほうに行けばガードマンの設置については多くなって

まいります。また逆に北の方へ上がれば、通学路としての工事の範囲は非常に短

く済みますので、ガードマンの設置は少なく済むと思っております。そこら辺を

考慮いたしまして、３人から４人、長いところでは５人ぐらいは必要ではないか

と思っております。  

９    番  先ほど、通学路でもあるし、工事用車両の出入りが多いから３ないし４人、あ

るいは５、６人で大丈夫だと言われましたが、本当に大丈夫なのか、事故がない

ように求めておきますが、その辺の見解をお聞きしたいと思います。  

上下水道課長  工事につきましては、当然安全管理には全力を尽くしてまいりたいと思ってお

ります。特に通学路と、朝、登校されるときには工事の施工は基本的には行って

おりませんので、とは申しましても、当然下校時には工事をしております。そう

いった当然その通学をされる方及び付近を通られる方があるわけなんですが、そ

の際には今までもそうなんですが、例えば重機の運転を止めたり、極端に言えば

工事を中断したりして、通行をしていただいてから、また工事の再開と、そうい

った指導も行っておりますので、この路線につきましても、特にそこらを重点的

に指導をしてまいりたいと思っております。  

９    番  工事の着工はいつからですか。一応完了予定は来年の３月３１日になっており

ますが、工事の着工日と、そして一応時間帯を、何時ごろから何時ごろまでかか

るかというのをお願いいたします。  

上下水道課長  実際の着工時期になるわけでございますが、地元説明というのも実際はまだ行
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っておりません。そこらの意見も配慮しながら、できるだけ早い時期に着工した

いと思っております。またそこらを重点的に施工業者とも調整を図ってまいりた

いと思っております。  

議    長  ほかに質疑はございませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       次に、議案第６７号、工事請負契約（上中島地区下水道面整備工事（第２工

区））についての質疑はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  ないようでございますので、本案に対する質疑を終結いたします。  

       以上をもって、本定例会に付議されました全ての報告及び議案に対する質疑を

終わります。  

 

日程第３ 討論・採決  

 

議    長  日程第３は、討論・採決でございます。  

       この際、お諮りいたします。  

       議案第６５号、工事請負契約について、議案第６６号、工事請負契約について、

議案第６７号、工事請負契約については、委員会付託を省略し、本会議において

ただいまから即決したいと思いますが、ご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

議    長  異議なしと認めます。  

       よって、議案第６５号、議案第６６号及び議案第６７号については、本会議に

おいて即決することに決定いたしました。  

       それでは、討論・採決を行います。  

       議案第６５号、工事請負契約（農業集落排水事業機能強化工事）についての討

論を行います。  

       討論はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  討論なしと認めます。  

       これから、採決を行います。  

       議案第６５号、工事請負契約について、原案のとおり可決することに賛成の方

は、起立をお願いします。  

（起立全員）  

議    長  起立全員であります。  

       よって、議案第６５号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。  

       次、議案第６６号、工事請負契約（上中島地区下水道面整備工事（第１工

区））についての討論を行います。  

       討論はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  討論なしと認めます。  

       これから、採決を行います。  

       議案第６６号、工事請負契約について、原案のとおり可決することに賛成の方

は、起立を願います。  

（起立全員）  
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議    長  起立全員であります。  

       よって、議案第６６号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。  

       次、議案第６７号、工事請負契約（上中島地区下水道面整備工事（第２工

区））についての討論を行います。  

       討論はありませんか。  

（「ありません」の声あり）  

議    長  討論なしと認めます。  

       これから、採決を行います。  

       議案第６７号、工事請負契約について、原案のとおり可決することに賛成の方

は、起立を願います。  

（起立全員）  

議    長  起立全員であります。  

       よって、議案第６７号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。  

 

日程第４ 特別委員会の設置  

 

議    長  日程第４は、特別委員会の設置であります。  

       本件を議題としてお諮りいたします。  

       議案第５１号から議案第５８号までの計８件の議案は平成２４年度の一般会計

をはじめ、各特別会計及び企業会計の歳入歳出決算認定であります。  

       平成２４年度の各会計の歳入歳出決算認定議案につきましては、６名の委員を

もって構成する決算審査特別委員会を審査終了まで設置したいと思いますが、ご

異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

議    長  異議なしと認めます。  

       各会計の歳入歳出決算認定議案につきましては、決算審査特別委員会を設置し、

この委員会で審査することに決定いたしました。  

       重ねてお諮りいたします。  

       ただいま設置されました決算審査特別委員会の委員の選任につきましては、福

崎町議会委員会条例第７条の規定により、議長が議会に諮り指名することになっ

ています。  

       議長が指名することにご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

議    長  異議なしと認めます。  

       それでは、指名をいたします。  

        ３番  牛尾雅一議員  

        ５番  冨田昭市議員  

        ７番  石野光市議員  

        ９番  松岡秀人議員  

       １１番  小林  博議員  

       １３番  釜坂道弘議員  

       以上の６名を指名いたします。  

       ただいま指名いたしました議員６名を、決算審査特別委員会委員とすることに

ご異議ございませんか。  



－32－ 

（「異議なし」の声あり）  

議    長  異議なしと認めます。  

       よって、ただいま指名いたしました６名を、決算審査特別委員会委員に選任す

ることに決定いたしました。  

 

日程第５ 委員会付託  

 

議    長  日程第５は、委員会付託であります。  

       それでは、議案第５１号から議案第６４号までの議案をそれぞれの委員会に付

託いたします。  

       議案第５１号から議案第５８号は決算審査特別委員会に、議案第５９号及び議

案第６０号は、民生まちづくり常任委員会に、議案第６１号は、総務文教常任委

員会に、議案第６２号から議案第６４号は、民生まちづくり常任委員会に、以上

のとおり付託したいと思いますが、ご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

議    長  異議なしと認めます。  

       よって、決算審査特別委員会は８件、総務文教常任委員会は１件、民生まちづ

くり常任委員会は５件、以上１４件をそれぞれの委員会に付託いたしますので、

よろしくお願いをいたします。  

       以上で、本定例会２日目の日程は全て終了いたしました。  

       本日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。  

 

散会 午後１時２８分  

 

議    長  なお、決算審査特別委員会委員の方は、１３時４５分に第１委員会室にご参集

ください。よろしくお願いいたします。  


